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はじめに
　日本輸血・細胞治療学会安全委員会病院情報システム小委員会，マスタ標準化作業部会では，「コンピュータクロ
スマッチに適合する患者及び必要な輸血管理システムの条件」を，2022 年 2月 1日付けで日本輸血・細胞治療学会
ホームページ上に公開した1）．同年 12 月に赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン（改訂 4版）2）が公開され，
血液型異型の造血幹細胞移植後であっても輸血管理システムで適切に管理されていればコンピュータクロスマッチ
の適応とすることが明記された．それをふまえ，この度「コンピュータクロスマッチに適合する患者と輸血管理シ
ステムに必要な条件（改訂 2版）」を発行することにした．
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1．コンピュータクロスマッチに適合となる患者の条件
　・ABO血液型とRhD血液型は異なる検体で 2回以上実施済み2）3）．
　・輸血に先立つ 3日以内（輸血日を含む 3日以内）の患者検体および過去に臨床的意義のある抗体が検出されて
いない2）3）．
　・児が母親由来の IgG 型抗A/抗 Bおよび不規則抗体を保有していない2）3）．
　・輸血用血液製剤（赤血球液など）について，医療機関でのオモテ検査でABO血液型が確認されている2）3）．RhD
陰性の血液の場合は合わせてRhD抗原検査が実施されている．
注釈
　・検体は，患者採血時に患者誤認がないように実施されていることが前提である．
　・生後間もない児は免疫応答能が低いため，生後 4カ月未満までの間に輸血が施行されても，児の不規則抗体検
査等は省略も可能である2）3）．
　・血液型不適合造血幹細胞移植，緊急輸血の場合も以下の条件が満たされていればコンピュータクロスマッチで
の対応は可能である2）．
　1）血液型不適合造血幹細胞移植歴がある場合，輸血歴や現在の血液型を輸血管理システムなどで適切に管理でき
ていること．
　2）緊急輸血の場合，救急現場などでの採血時の患者誤認，詐称および検査過誤がないことに十分に留意している
こと．但し，運用においては確認作業を徹底し慎重に行うこと．

2．輸血管理システムに必要な条件
　・患者のABO，RhD血液型について 2回以上の履歴が確認できる．
　・血液製剤の種別および血液型選択ミスを警告でき，誤った血液製剤の払出防止策が講じられている．
　・入庫後の輸血用血液製剤のABO血液型の確認情報が管理できる．
　・不規則抗体検査の履歴が確認できる．
　・生後 4カ月未満の児においては，児または母親の不規則抗体情報を確認できる策が講じられている2）3）．
　・コンピュータクロスマッチの適応となる患者条件を満たすかどうかの判定が自動表示され，満たされない場合
はその理由が表示される．
注釈
　・血液型不適合造血幹細胞移植歴のある患者の現在の血液型を輸血管理システムで適切に登録管理できる．
　・血液型不適合造血幹細胞移植歴のある患者の現在の状況に適した輸血用血液製剤の情報が適切に管理できる
（異なる血液型に対し，警告がでる）．
　・輸血歴の情報更新が即座に行われること．
　・輸血管理システムには，母児間の情報が紐づけできれば更に良い．
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新旧対照表
旧ガイドライン 現ガイドライン

コンピュータクロスマッチに適合する患者及び必要な
輸血管理システムの条件

1．コンピュータクロスマッチに適合となる患者の条件

・輸血に先立つ 3日以内（輸血日を含む 3日以内）の患
者検体および過去に臨床的意義のある抗体が検出され
ていない．

・（一部削除および追記）
輸血用血液製剤（赤血球液など）について，医療機関で
のオモテ検査でABO血液型が確認されている．RhD陰
性の血液の場合は合わせて RhD抗原検査が実施されて
いる．

注釈
（削除）

・生後間もない児は免疫応答能が低いため，生後 4カ月
未満までの間に輸血が施行されても，児の不規則抗体検
査等は省略も可能である．

（削除）

・血液型不適合造血幹細胞移植，緊急輸血の場合も以下
の条件が満たされていればコンピュータクロスマッチ
での対応は可能である．
1）血液型不適合造血幹細胞移植歴がある場合，輸血歴
や現在の血液型を輸血管理システムなどで適切に管理
できていること．
2）緊急輸血の場合，救急現場などでの採血時の患者誤
認，詐称および検査過誤がないことに十分に留意してい
ること．但し，運用においては確認作業を徹底し慎重に
行うこと．

2．輸血管理システムに必要な条件

注釈
・血液型不適合造血幹細胞移植歴のある患者の現在の血
液型を輸血管理システムで適切に登録管理できる．
・血液型不適合造血幹細胞移植歴のある患者の現在の状
況に適した輸血用血液製剤の情報が適切に管理できる
（異なる血液型に対し，警告がでる）．

コンピュータクロスマッチに適合する患者の条件と輸
血管理システムに必要な条件

1．コンピュータクロスマッチ適合となる患者の条件

・輸血に先立つ3日以内の患者検体および過去に臨床的
意義のある抗体が検出されていない．

・患者に割り付けられた輸血用血液製剤（赤血球液など）
について，医療機関で血液型が確認されていること．

注釈および除外について
・ABO不適合造血幹細胞移植，ABO不適合臓器移植な
どの既往歴がある場合は除外とする．

・生後間もない児は免疫応答能が低いため，生後 4か月
未満までの間に輸血が施行されていても，児の不規則抗
体検査等は省略できる．

・救命センターなどでの緊急輸血へのコンピュータクロ
スマッチの導入は慎重に検討する．

（追加）

2．輸血管理システムに必要な条件

注釈および除外について
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・輸血歴の情報更新が即座に行われること．
・輸血管理システムには，母児間の情報が紐づけできれ
ば更に良い．

・輸血管理システムでは，母児間の情報が紐づけできれ
ば更に良い．
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